
●国際認証GGAPのグループ認証においては、チェックリスト91項目のうち19項
目の管理業務が効率化し、人員体制を一人削減。JGAPのグループ認証において
は、34項目のうち12項目の管理業務が効率化、部会員一人あたり約1時間削減。

①ハウスの付加情報（加温設備・ハウスの内張）を正確にデータ化したことで、JA
指導員の巡回指導が効率化されるとともに、営農指導が効率化。（異動等により
農業者の圃場位置やハウスの情報を把握するのに必要な日数：120日→0日）

②毎年農業者から情報を収集し、手書きで作成していた栽培面積調査の労働時
間が大幅に低減するとともに、栽培
面積がハウスの実面積で把握。（こ
れまで：指導員15名で約7日→指導
員15名で約4日）

③ハウスの間口の長さ・棟数について
正確な情報がデータ化されたため、
施設の改修や資材の購入にあたっ
て、この情報を有効活用。

国際認証GGAP（自社検証）

JGAP（モニター部会）

GAPの種類
（グループ認証）

チェックリスト
審査項目数
91

34

システム導入で
審査対応可の項目数

19（約21%）

12（約35%）

労働時間の削減効果

3人→2人体制へ人員が削減
部会員あたり1時間削減

※約50%削減

① ④③ ⑥ ⑦

JA熊本市茄子部会、JA鹿本西瓜専門部（熊本県熊本市、山鹿市）

①FarmBox（営農管理システム）　②FarmRecords（生産情報管理システム）
③FarmChat（農業チャットツール）　④ゼロアグリ（AI自動かん水・施肥システム）
⑤RightARM（経営支援・出荷予測ソフト）　⑥畑が見えるLite（QRコード公開システム）⑦マッスルスーツedge（アシストスーツ）

導入技術

収量及び品質の向上に伴う販売額の増加（１戸当たり）※R2年産7%増、 R5年産20%増目　　標

1-59

導入技術の効果

実証成果

本実証により部会の営農技術が高位平準化した結果、JA熊本市茄子部会、JA鹿本西瓜専門部ともに収穫量等が上昇し、R1年産
で、R2年の目標は達成。実証項目ごとの目標に対する達成状況は次のとおり。
○ゼロアグリの導入により、モニター農業者（1名）のＲ２年作は収量が２０％増、かん水に伴う労働時間は１年間で１９６時間減を実現。
○モニター農業者以外にもFarmChatの登録者を拡大（148名）し、熊本県の病害虫の予察情報、熊本県の災害関係の注意・対策
情報、JA熊本市茄子部会全体の選果場の荷受量、花芽の調査（収量見込み）等の情報を配信。

○RightARMによる出荷量予測モデルの精度はR2年3月～6月のなす出荷量で絶対誤差率が約10%まで向上。
○FarmBoxによる国際認証GGAPのグループ認証については、チェックリスト91項目のうち19項目の管理業務が効率化し、人員
体制を一人削減。JGAPのグループ認証については、34項目のうち12項目の管理業務が効率化し、一人当たり約1時間削減。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先

「ＩＣＴ技術やＡＩ技術等を活用した日本一園芸産地プロジェクト（施設園芸：なす・すいか）」の実証実証課題名

なす76ha・すいか366ha うち実証面積：なす76ha・すいか366ha経 営 概 要 ★

○今後、本プロジェクト実証の課題に対応するシステム改良や運用サポート（伴走型の支援）を行うことで、高齢農業者でも利用で
きる機能と運用環境を充実。

○農業ICTサービス（システム）同士の連携事例は少ないことから、農業者は目的ごとにシステムを導入する必要があり、農業者にとっ
て非効率で負担が大きい状況を踏まえ、本プロジェクトのコンソ構成員間のシステム連携を進めることで効率化を実現したい。

○本プロジェクトで実証したFarmChat、FarmBox、FarmRecords等のシステムを広く普及するため、熊本県農協中央会と連携して県
内の他農協へのシステム導入を進めている。

事業終了後の普及のための取組

●出荷量が多く、また、時期ごとの出荷量の増減が激しい3-6月の
出荷量を予測した結果、全出荷量で絶対誤差率約10% を実現。

●R1年度の実証結果を基に新たな施肥量計画を作成したことにより、生
育は良好で、対照区と比較した実証区の収量は14%増で推移。かん水・
施肥に係る労働時間は196時間減を実現。

農業者Ｂ
実証区
対照区

R1年9月～6月収量(t/10a)
21.9（約105%）

20.8

R2年9月～1月収量(t/10a)
7.2（約114%）

6.3

8%
4%
18%
8%
10%

絶対誤差率

3,962
3,708
3,140
3,568
3,570

実績値

3,795
3,694
3,797
3,692
3,741

予測値

１週間後
２週間後
３週間後
４週間後
総計

単位（千本）
なすの全等級・階級予測値（R2年3月～6月）

（株）ファーム・アライアンス・マネジメント　担当：小林 （e-mail : kazuhiro_kobayashi@farmalliance.net）

① ② ④ ⑤

（株）オーエス豊後大野ファーム（大分県豊後大野市）

①大苗育苗技術　②直進アシストトラクタを用いた２連同時定植技術
③乗用管理機による３畝同時処理技術　④ドローン画像撮影　⑤ラジコン式草刈り機など

導入技術

生産の効率化で生産コストの10％削減と軽労化を目指す。
大苗定植による生産安定で収量を20％向上させる

目　　標

1-60

○実証データをもとに、効果の高い技術や作型を組み合わせて技術導入を進めるとともに、蓄積データによる検証を
行い、更なる経営改善に向けた取り組みを進める。

○実証農場を活用して研修会を開催する等により、スマート農業を実践する人材の育成を図る。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●ほ場内の生育不良箇所をNDVI画像でリアルタイムに把握。

●大苗定植の秋冬どり後半作型で慣行比約25％増収 ●標準装備のGNSSでは補正ボタンとの併用で精度確保、オプ
ション装備のRTKーGNSSでは補正なしで高精度な作業が可能。

実証成果

白ねぎ大規模経営体における大苗定植と省力機械の導入による
新たな効率的生産体系の実証

実証課題名

16ha（白ねぎ15ha、大根１ha） うち実証面積：白ねぎ５ha経 営 概 要

〇大苗導入の効果が最も高かった秋冬どり後半作型では、収量が約25％増収するとともに除草時間は5.3時間
/10a（慣行区34.2時間/10a）に削減。

〇乗用管理機による３畝同時処理技術により、軽労化が図られるとともに、土寄せ時間が約８割削減。　

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 全国農業協同組合連合会大分県本部　営農開発部営農対策課   担当　増井
（e-mail : masui-hiroaki@zennoh.or.jp）

★

●３畝同時土寄せにより、作業時
間約８割削減、作業中の平均心
拍数低減。

大苗定植後の生育状況

実証機による定植状況

ドローン運用状況 実証ほのNDVI画像

アシスト方式の違いによる畝の間隔誤差
収穫調査結果

表　作業機と土寄せ作業時間及び平均心拍数
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作業機 面積
（a）

所要時間
（分/圃場）

作業人員
（人）

作業時間
（分/圃場）

同10aあたり
（分/10a）

平均心拍数
（bpm）
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品目  白ネギ




